
七
五

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

は
じ
め
に

還
相
廻
向
と
は
、
極
楽
往
生
し
た
後
、
菩
薩
と
な
り
再
び
生
死
輪
廻
の
世
界
に
戻
っ
て
き
て
、
そ
の
世
界
の
衆
生
を
教
化
し
、
仏
道

に
向
か
わ
せ
る
菩
薩
行
の
こ
と
を
い
う
。
そ
の
語
の
嚆
矢
は
、
曇
鸞
（
四
七
六
―
五
四
二
）
の
『
往
生
論
註
』
で
あ
る
。
善
導
（
六
一

三
―
六
八
一
）
自
身
は
「
還
相
廻
向
」（
還
相
）
と
い
う
言
葉
を
用
い
な
い
が
、
思
想
と
し
て
は
見
ら
れ
る
た
め
、
便
宜
上
、
本
論
で

は
還
相
廻
向
の
語
を
用
い
る
。
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
「
還
相
廻
向
」
は
多
分
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
善
導
に
関
し
て
は

そ
の
限
り
で
は
な
い（
１
）。
ま
ず
は
善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
用
例
を
見
て
、
そ
の
問
題
点
を
指
摘
し
た
い
。

問
題
の
所
在

善
導
は
還
相
廻
向
に
関
し
て
、『
往
生
礼
讃
』
前
序
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

小　

川　

法　

道



七
六

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

①
五
者
回
向
門
。
所
謂
專
心
、
若
自
作
善
根
、
及
一
切
三
乘
五
道
一
一
聖
凡
等
所
作
善
根
、
深
生
隨
喜
。
如
諸
佛
菩
薩
所
作
隨
喜
、

我
亦
如
是
隨
喜
、
以
此
隨
喜
善
根
、
及
己
所
作
善
根
、
皆
悉
與
衆
生
共
之
回
向
彼
國
。
故
名
回
向
門
。

又
到
彼
國
已
、
得
六
神
通
、
回
入
生
死
、
敎
化
衆
生
、
徹
窮
後
際
、
心
無
厭
足
、
乃
至
成
佛
、
亦
名
回
向
門（
２
）。

す
な
わ
ち
「
五
念
門
の
中
の
廻
向
門
と
は
、
心
を
も
っ
ぱ
ら
に
し
て
、
自
身
で
修
め
る
善
根
、
お
よ
び
あ
ら
ゆ
る
三
乗
の
聖
者
や
五

道
の
凡
夫
が
修
め
る
善
根
に
対
し
て
、
諸
仏
や
菩
薩
が
修
め
る
随
喜
の
よ
う
に
、
私
も
そ
の
よ
う
に
深
く
随
喜
の
心
を
起
こ
す
。
こ
の

随
喜
の
善
根
お
よ
び
私
が
修
め
る
善
根
を
こ
と
ご
と
く
衆
生
と
と
も
に
極
楽
世
界
に
往
生
す
る
た
め
に
廻
向
す
る
こ
と
を
い
う
。
よ
っ

て
廻
向
門
と
い
う
。
ま
た
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
は
、
六
神
通
を
得
て
、
生
死
輪
廻
の
世
界
に
帰
っ
て
来
て
、
衆
生
を
教
化
し
、

そ
れ
を
未
来
世
ま
で
極
め
尽
く
し
、
心
に
飽
く
こ
と
な
く
し
て
、
つ
い
に
仏
と
な
る
こ
と
を
ま
た
廻
向
門
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。

こ
こ
で
は
五
念
門
の
廻
向
門
を
解
釈
す
る
中
で
、
還
相
廻
向
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
極
楽
世
界
で
「
六
神
通
」
を
得
る
こ
と
に
よ
っ

て
還
相
廻
向
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
と
い
う
。

ま
た
『
往
生
礼
讃
』
で
は
、
い
わ
ゆ
る
発
願
文
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

②
願
弟
子
等
、
臨
命
終
時
、
心
不
顚
倒
、
心
不
錯
亂
、
心
不
失
念
、
身
心
無
諸
苦
痛
、
身
心
快
樂
、
如
入
禪
定
。
聖
衆
現
前
、
乘
佛

本
願
、
上
品
往
生
、
阿
彌
陀
佛
國
。
到
彼
國
已
、
得
六
神
通
、
入
十
方
界
、
救
攝
苦
衆
生
。
虚
空
法
界
盡
、
我
願
亦
如
是
。
發
願

已
、
至
心
歸
命
阿
彌
陀
佛（
３
）。

す
な
わ
ち
「
願
わ
く
は
弟
子
た
ち
よ
。〔
次
の
よ
う
な
願
を
起
こ
し
な
さ
い
。〕
こ
の
命
終
わ
ろ
う
と
す
る
時
に
、
心
が
乱
れ
誤
っ
た



七
七
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け
る
還
相
廻
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考
え
に
陥
る
こ
と
が
な
く
、
混
乱
す
る
こ
と
が
な
く
、
失
念
す
る
こ
と
が
な
く
、
身
と
心
に
様
々
な
苦
し
み
と
痛
み
が
な
く
、
む
し
ろ

心
地
よ
く
禅
定
に
入
る
か
の
よ
う
に
な
り
た
い
。〔
極
楽
に
い
る
〕
聖
衆
が
目
の
前
に
現
れ
、
阿
弥
陀
仏
の
本
願
に
乗
じ
て
、
極
楽
世

界
の
上
品
の
位
に
往
生
し
た
い
。
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
は
、
六
神
通
を
得
て
、
十
方
世
界
に
入
っ
て
、〔
た
と
え
〕
世
界
の
果

て
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、
苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
私
の
願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。
願
を
起
こ
し
終
わ
っ
て
、
心
か
ら

阿
弥
陀
仏
に
帰
依
す
る
」
と
述
べ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
極
楽
往
生
し
た
後
に
「
六
神
通
を
得
る
」
と
説
き
、
先
の
『
往
生
礼
讃
』（
①
）
と
同
じ
よ
う
に
、「
六
神
通
を
得
る
」
こ

と
で
共
通
し
て
い
る
。

次
に
『
観
経
疏
』
散
善
義
の
廻
向
発
願
心
釈
で
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

③
又
言
回
向
者
、
生
彼
國
已
、
還
起
大
悲
、
回
入
生
死
、
敎
化
衆
生
、
亦
名
回
向
也（
４
）。

す
な
わ
ち
「
ま
た
廻
向
と
言
う
の
は
、
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
、〔
娑
婆
世
界
に
〕
帰
っ
て
来
て
大
悲
を
起
こ
し
、
生
死
輪
廻

の
世
界
に
入
り
、
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
を
ま
た
廻
向
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。

『
観
経
疏
』
で
は
廻
向
発
願
心
を
解
釈
す
る
中
で
、
還
相
廻
向
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
そ
の
中
で
は
、「
大
悲
」
と
表
現
し
て
い
る
。

善
導
が
還
相
廻
向
を
述
べ
る
中
で
、『
往
生
礼
讃
』
と
『
観
経
疏
』
で
は
構
成
は
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
し
か
し
前
者
で
は
「
六
神
通
」

と
、
後
者
で
は
「
大
悲
」
と
の
解
釈
の
微
妙
な
相
違
が
あ
る
。
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
解
釈
の
相
違
が
あ
る
の
か
、
本
論
で
は
こ
の
点
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
く
。
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曇
鸞
に
お
け
る
還
相
廻
向

ま
ず
曇
鸞
『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
を
見
て
み
た
い
。
世
親
『
往
生
論
』
の
五
念
門
中
、
廻
向
門
に
お
い
て
「
云

何
迴
向
。
不
捨
一
切
苦
惱
衆
生
、
心
常
作
願
、
迴
向
爲
首
、
得
成
就
大
悲
心
故（
５
）」
と
あ
る
の
を
、
曇
鸞
が
註
釈
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

迴
向
有
二
種
相
。
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。
往
相
者
、
以
己
功
德
、
迴
施
一
切
衆
生
、
作
願
共
往
生
彼
阿
彌
陀
如
來
安
樂
淨
土
。
還
相
者
、

生
彼
土
已
、
得
奢
摩
他
、
毗
婆
舍
那
、
方
便
力
成
就
、
迴
入
生
死
稠
林
、
敎
化
一
切
衆
生
、
共
向
佛
道
。
若
往
若
還
、
皆
爲
拔
衆

生
渡
生
死
海
。
是
故
言
迴
向
爲
首
得
成
就
大
悲
心
故（
６
）。

こ
こ
で
は
「
廻
向
に
二
種
の
特
徴
が
あ
る
。
一
つ
に
は
往
相
、
二
つ
に
は
還
相
で
あ
る
。
往
相
と
は
自
身
の
功
徳
を
あ
ら
ゆ
る
衆
生

に
め
ぐ
ら
し
施
し
て
、
と
も
に
阿
弥
陀
仏
の
安
楽
浄
土
に
往
生
し
よ
う
と
願
う
こ
と
で
あ
る
。
還
相
と
は
安
楽
浄
土
に
往
生
し
た
後
に

は
、
奢
摩
他
、
毘
婆
舎
那
を
得
て
、
方
便
力
を
成
就
し
て
か
ら
、
再
び
生
死
輪
廻
が
生
い
茂
る
林
に
帰
っ
て
来
て
、
あ
ら
ゆ
る
衆
生
を

教
化
し
て
、
と
も
に
仏
道
に
向
か
う
こ
と
で
あ
る
。
往
相
で
あ
れ
、
還
相
で
あ
れ
、
み
な
衆
生
を
生
死
輪
廻
の
海
か
ら
救
済
す
る
た
め

で
あ
る
。
だ
か
ら
『
往
生
論
』
に
は
「
廻
向
を
第
一
と
す
る
こ
と
で
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
」
と
説
い
て

い
る
」
と
い
う
。

『
往
生
論
註
』
の
還
相
廻
向
と
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』（
①
）
及
び
『
観
経
疏
』（
③
）
の
そ
れ
と
を
比
べ
て
み
る
と
、
構
成
上
で
一



七
九
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致
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
善
導
が
曇
鸞
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
え
る（
７
）。

『
往
生
礼
讃
』
に
お
け
る
六
神
通

『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
六
神
通
」
と
表
現
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
先
に
見
た
通
り
で
あ
る
。
特
に
善
導
の
発
願
文
に
関
し
て
は
、
す
で

に
齊
藤
隆
信
に
よ
っ
て
三
十
巻
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
の
指
摘
が
あ
る（
８
）。

そ
こ
で
ま
ず
『
仏
名
経
』
を
見
て
い
き
た
い
。

願
弟
子
等
、
承
是
懺
悔
、
所
生
功
徳
、
願
生
生
世
世
、
永
捨
胎
藏
形
、
隨
心
願
往
生
。
獲
六
神
通
力
、
救
攝
諸
苦
衆
、
虚
空
法
界

盡
、
我
願
亦
如
是（
９
）。

す
な
わ
ち
「
願
わ
く
は
弟
子
た
ち
よ
。
こ
の
懺
悔
を
受
け
て
、
生
ず
る
功
徳
に
よ
っ
て
何
度
も
生
ま
れ
変
わ
り
死
に
変
わ
り
す
る
輪

廻
の
世
界
か
ら
、
永
遠
に
抜
け
出
る
こ
と
を
願
い
、
ま
た
心
に
し
た
が
っ
て
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
。
六
神
通
力
を
得
て
、〔
た
と
え
〕

世
界
の
果
て
の
ど
こ
で
あ
ろ
う
と
も
、
苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
私
の
願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
」
と
す
る
。

他
に
も
『
往
生
礼
讃
』
に
は
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
所
が
あ
る
。
い
わ
ゆ
る
中
夜
の
五
悔
中
の
発
願
に
お
い
て
、
善
導

は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

④
至
心
發
願

願
捨
胎
藏
形　

往
生
安
樂
國



八
〇

仏
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会
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七
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速
見
彌
陀
佛　

無
邊
功
德
身

奉
覲
諸
如
來　

賢
聖
亦
復
然

獲
六
神
通
力
　
救
攝
苦
衆
生

虚
空
法
界
盡
　
我
願
亦
如
是

發
願
已
至
心
歸
命
阿
彌
陀
佛
（
（1
（

す
な
わ
ち
「
心
か
ら
願
を
起
こ
す
。
願
わ
く
は
輪
廻
の
世
界
か
ら
抜
け
出
て
、
安
楽
国
に
往
生
す
る
こ
と
を
。
速
や
か
に
阿
弥
陀
仏

の
限
り
な
い
功
徳
の
身
を
見
て
、
諸
々
の
仏
や
賢
聖
に
出
会
い
た
い
。
六
神
通
力
を
得
て
、〔
た
と
え
〕
世
界
の
果
て
の
ど
こ
で
あ
ろ

う
と
も
、
苦
し
む
衆
生
を
救
済
し
よ
う
。
私
の
願
も
ま
た
そ
の
よ
う
に
し
た
い
。
願
を
起
こ
し
お
わ
っ
て
心
か
ら
阿
弥
陀
仏
に
帰
依
す

る
」
と
い
う
。

『
往
生
礼
讃
』
と
『
仏
名
経
』
に
お
け
る
構
成
、
並
び
に
「
胎
藏
形
」
や
「
獲
六
神
通
力
、
救
攝
苦
衆
生
、
虚
空
法
界
盡
、
我
願
亦
如
是
」

と
い
う
語
ま
で
一
致
し
て
い
る
。
特
に
「
六
神
通
」
の
語
は
、
善
導
の
五
部
九
巻
の
内
、
先
に
挙
げ
た
『
往
生
礼
讃
』
の
三
カ
所
し
か

見
ら
れ
な
い
。
類
語
の
「
六
通
（
（1
（

」
は
八
回
用
い
ら
れ
て
い
る
（
表
一
）。
し
か
し
善
導
が
「
六
通
」
の
語
を
も
っ
て
、
還
相
廻
向
の
思

想
を
説
く
所
は
な
い
。

こ
こ
ま
で
の
こ
と
を
通
し
て
、『
往
生
礼
讃
』
で
は
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
て
、
発
願
文
や
五
悔
中
の
発
願
を
創
作
し
た
こ
と

が
わ
か
る
。
善
導
は
こ
の
発
願
の
創
作
の
後
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
還
相
廻
向
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
「
得
六
神

通
」（
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
で
は
「
得
奢
摩
他
、
毗
婆
舍
那
、
方
便
力
成
就
」
で
あ
る
）
を
、
自
身
の
『
往
生
礼
讃
』（
①
）
に
反
映

し
て
い
る
こ
と
が
知
れ
る
の
で
あ
る
。



八
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善
導
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け
る
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相
廻
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【
表
一
】
善
導
五
部
九
巻
に
お
け
る
六
神
通
（
六
通
）
の
用
例

六
通
六
神
通

１
２
１
２
２

３
０
０
０
０

往生礼讃
観経疏
観念法門
般舟讃
法事讃

『
観
経
疏
』
に
お
け
る
大
悲

次
に
『
観
経
疏
』
で
見
ら
れ
た
大
悲
に
つ
い
て
考
察
し
て
い
く
。
こ
の
大
悲
と
還
相
廻
向
に
関
し
て
は
、『
観
経
疏
』
散
善
義
の
上

品
下
生
を
解
釈
す
る
所
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
善
導
は
『
観
経
』
の
上
品
下
生
の
「
ま
た
因
果
を
信
じ
て
、
大
乗
を
謗
せ
ず
、
た
だ

無
上
道
心
を
発
す
（
亦
信
因
果
、
不
謗
大
乘
、
但
發
無
上
道
心
（
（1
（

）」
の
中
、「
但
發
無
上
道
心
」
を
解
釈
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑤
唯
發
一
念
厭
苦
、
樂
生
諸
佛
境
界
、
速
滿
菩
薩
大
悲
願
行
、
還
入
生
死
、
普
度
衆
生
。
故
名
發
菩
提
心
也
（
（1
（

。

す
な
わ
ち
「
た
だ
一
念
を
起
こ
し
て
苦
を
厭
い
、
諸
仏
の
世
界
に
生
ま
れ
、
速
や
か
に
菩
薩
の
大
悲
の
願
と
行
を
満
た
し
て
、
ま
た

生
死
輪
廻
の
世
界
に
帰
っ
て
来
て
、
あ
ま
ね
く
衆
生
を
済
度
し
よ
う
と
願
う
。
だ
か
ら
発
菩
提
心
と
い
う
」
と
し
て
い
る
。
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こ
こ
で
は
菩
薩
に
対
し
て
「
大
悲
」
と
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ア
ビ
ダ
ル
マ
の
十
八
不
共
仏
法
で
、
仏
だ
け
が
有
す
る
特
質

の
一
つ
で
あ
る
「
大
悲
」
の
意
味
（
（1
（

で
用
い
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
こ
と
は
次
の
『
観
経
疏
』
定
善
義
の
一
節
か
ら
も
知

る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
淨
土
之
中
一
切
聖
人
、
皆
以
無
漏
爲
體
、
大
悲
爲
用
。
畢
竟
常
住
、
離
於
分
段
之
生
滅
（
（1
（

す
な
わ
ち
「
浄
土
の
中
の
あ
ら
ゆ
る
聖
者
は
、
み
な
無
漏
を
本
体
と
し
、
大
悲
を
は
た
ら
き
と
し
て
い
る
。
究
極
に
常
住
で
あ
り
、

凡
夫
が
生
死
輪
廻
の
世
界
を
さ
ま
よ
う
こ
と
（
分
段
生
死
）
か
ら
離
れ
て
い
る
」
と
い
う
。

つ
ま
り
分
段
生
死
を
離
れ
た
一
切
の
聖
人
が
大
悲
の
は
た
ら
き
を
有
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
善
導
は
還
相
廻
向
を
解
釈
す
る
中
で
、『
往
生
礼
讃
』
で
は
「
六
神
通
」
と
統
一
し
て
使
用
し
、『
観
経
疏
』
で
は

「
大
悲
」
と
統
一
し
て
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
。

で
は
な
ぜ
善
導
は
『
観
経
疏
』
の
還
相
廻
向
に
お
い
て
「
大
悲
」
の
語
を
用
い
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。
先
に
も
引
用
し
た
け
れ

ど
も
、
今
一
度
、
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
を
見
て
み
た
い
。

迴
向
有
二
種
相
。
一
者
往
相
、
二
者
還
相
。
往
相
者
、
以
己
功
德
、
迴
施
一
切
衆
生
、
作
願
共
往
生
彼
阿
彌
陀
如
來
安
樂
淨
土
。
還
相
者
、

生
彼
土
已
、
得
奢
摩
他
、
毗
婆
舍
那
、
方
便
力
成
就
、
迴
入
生
死
稠
林
、
敎
化
一
切
衆
生
、
共
向
佛
道
。
若
往
若
還
、
皆
爲
拔
衆

生
渡
生
死
海
。
是
故
言
迴
向
爲
首
得
成
就
大
悲
心
故
（
（1
（

。
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曇
鸞
は
往
相
に
し
ろ
、
還
相
に
し
ろ
、
衆
生
を
生
死
輪
廻
の
世
界
か
ら
救
済
す
る
こ
と
を
廻
向
の
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な

廻
向
に
よ
っ
て
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ま
た
世
親
の
『
往
生
論
』
に
は
、
曇
鸞
の
還
相
廻
向
の
思
想
背
景
と
考
え
ら
れ
る
「
園
林
遊
戲
地
門
」
が
あ
る
。

出
第
五
門
者
、
以
大
慈
悲
、
觀
察
一
切
苦
惱
衆
生
、
示
應
化
身
、
迴
入
生
死
園
煩
惱
林
中
、
遊
戲
神
通
、
至
敎
化
地
、
以
本
願
力

迴
向
。
故
是
名
出
第
五
門
（
（1
（

。

す
な
わ
ち
「
出
の
第
五
門
（
園
林
遊
戲
地
門
）
と
は
、
大
慈
悲
に
よ
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
苦
悩
の
衆
生
を
観
察
し
、
応
化
身
を
示
し
、

生
死
輪
廻
の
園
と
煩
悩
の
林
と
の
中
に
入
り
、
自
在
な
神
通
力
に
よ
っ
て
、
教
化
す
る
境
地
に
至
る
。〔
仏
の
〕
本
願
力
に
よ
っ
て
〔
衆

生
に
〕
廻
向
す
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
出
の
第
五
門
と
名
付
け
る
」
と
す
る
。

善
導
は
浄
土
に
い
る
聖
者
は
大
悲
を
は
た
ら
き
と
す
る
（
⑥
）
こ
と
か
ら
、
利
他
行
を
極
楽
浄
土
に
往
生
し
た
後
に
修
め
る
と
考
え

て
い
る
（
（1
（

。
善
導
は
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
や
、
世
親
の
『
往
生
論
』
の
「
迴
向
爲
首
、
得
成
就
大
悲
心
故
」、

あ
る
い
は
「
園
林
遊
戲
地
門
」
の
説
示
か
ら
、
菩
薩
の
大
悲
の
利
他
行
を
看
取
し
、『
観
経
疏
』
に
お
い
て
「
大
悲
」
の
語
を
用
い
た

と
考
え
ら
れ
る
。

特
に
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
で
は
「
大
悲
」
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

正
道
大
慈
悲
出
世
善
根
生
者
、
平
等
大
道
也
。
平
等
道
所
以
名
爲
正
道
者
、
平
等
是
諸
法
體
相
。
以
諸
法
平
等
故
發
心
等
。
發
心

等
故
道
等
。
道
等
故
大
慈
悲
等
。
大
慈
悲
是
佛
道
正
因
。
故
言
正
道
大
慈
悲
。
慈
悲
有
三
縁
。
一
者
衆
生
縁
、
是
小
悲
。
二
者
法
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縁
、
是
中
悲
。
三
者
無
縁
、
是
大
悲
。
大
悲
即
出
世
善
也
。
安
樂
淨
土
從
此
大
悲
生
故
、
故
謂
此
大
悲
爲
淨
土
之
根
。
故
曰
出
世

善
根
生
（
（1
（

。

こ
こ
は
『
往
生
論
』
の
「
正
道
大
慈
悲
、
出
世
善
根
生
」
を
解
釈
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「『
往
生
論
』
の
「
正
道
大
慈

悲
出
世
善
根
生
」
と
は
、
平
等
に
開
か
れ
た
さ
と
り
へ
の
道
で
あ
る
。
平
等
の
道
を
「
正
道
」
と
い
う
の
は
、
平
等
は
諸
法
の
本
体
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
法
が
平
等
で
あ
る
か
ら
発
心
も
平
等
で
あ
る
。
発
心
が
平
等
で
あ
る
か
ら
道
も
平
等
で
あ
る
。
道
が
平
等
で
あ

る
か
ら
大
慈
悲
も
平
等
で
あ
る
。
大
慈
悲
は
さ
と
り
へ
の
直
接
の
原
因
で
あ
る
。
だ
か
ら
「
正
道
大
慈
悲
」
と
い
う
。
そ
も
そ
も
慈
悲

に
は
三
つ
の
縁
が
あ
る
。
一
つ
に
は
衆
生
縁
、
こ
れ
は
小
悲
で
あ
る
。
二
つ
に
は
法
縁
、
こ
れ
は
中
悲
で
あ
る
。
三
つ
に
は
無
縁
、
こ

れ
は
大
悲
で
あ
る
。
大
悲
は
す
な
わ
ち
出
世
の
善
本
で
あ
る
。
安
楽
浄
土
は
こ
の
〔
阿
弥
陀
仏
の
〕
大
悲
か
ら
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
大
悲
を
浄
土
の
根
本
と
す
る
。
だ
か
ら
「
出
世
善
根
生
」
と
い
う
」
と
し
て
い
る
（
（2
（

。

と
こ
ろ
で
「
大
悲
」
は
『
観
経
疏
』
で
よ
く
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
る
（
（2
（

（
表
二
）。

【
表
二
】
善
導
五
部
九
巻
に
お
け
る
大
悲
（
大
慈
悲
）
の
用
例

大
慈
悲

大
悲

２
１
０
１
７

２
18
１
1
10

往生礼讃
観経疏
観念法門
般舟讃
法事讃
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一
見
し
て
、『
観
経
疏
』
と
『
法
事
讃
』
に
お
い
て
「
大
悲
」
の
語
が
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
善

導
が
『
観
経
』
に
「
仏
心
と
は
、
こ
れ
大
慈
悲
な
り
（
（2
（

」
と
説
か
れ
る
こ
と
を
重
視
し
た
こ
と
に
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と

も
か
く
善
導
が
『
観
経
疏
』
の
還
相
廻
向
に
お
い
て
「
大
悲
」
を
用
い
る
こ
と
は
、
善
導
自
身
が
世
親
の
『
往
生
論
』
と
曇
鸞
の
『
往

生
論
註
』
を
精
読
し
た
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

還
相
廻
向
思
想
か
ら
見
る
善
導
の
著
作
前
後
論

こ
れ
ま
で
の
こ
と
を
通
し
て
、『
往
生
礼
讃
』
と
『
観
経
疏
』
の
ど
ち
ら
が
先
に
成
立
し
た
か
を
考
え
て
み
た
い
（
（2
（

。
先
に
見
た
よ
う
に
、『
往

生
礼
讃
』
の
発
願
文
（
②
）
や
五
悔
の
中
の
発
願
（
④
）
に
使
用
さ
れ
る
「
六
神
通
」
は
三
十
巻
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
て
創
作

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
『
往
生
礼
讃
』
廻
向
門
の
還
相
廻
向
の
思
想
（
①
）
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、『
観
経
疏
』（
③
）
で
は
、

世
親
の
『
往
生
論
』
や
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
の
説
示
に
導
か
れ
て
「
大
悲
」
と
使
用
し
て
い
る
。

も
し
善
導
の
『
往
生
礼
讃
』
よ
り
先
に
『
観
経
疏
』
が
成
立
し
て
い
た
な
ら
ば
、
善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
で
安
心
（
三
心
）・
起
行
（
五

念
門
）・
作
業
（
四
修
）
と
順
番
に
説
明
す
る
中
、
三
心
の
廻
向
発
願
心
に
お
い
て
、
還
相
廻
向
を
述
べ
れ
ば
い
い
は
ず
な
の
に
、
五

念
門
に
お
い
て
そ
れ
を
述
べ
て
い
る
（
（2
（

。
確
か
に
『
往
生
礼
讃
』
の
五
念
門
を
整
備
す
る
た
め
に
、
還
相
廻
向
を
後
に
置
い
た
と
考
え
る

な
ら
ば
、
そ
れ
は
そ
の
通
り
で
あ
る
が
、
そ
れ
な
ら
ば
な
ぜ
『
往
生
礼
讃
』
で
は
、『
観
経
疏
』
の
還
相
廻
向
の
土
台
と
な
る
『
往
生

論
註
』
の
「
大
悲
」
の
語
を
用
い
ず
に
、『
仏
名
経
』
の
「
六
神
通
」
の
語
を
用
い
た
の
か
が
疑
問
に
残
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら

推
測
す
れ
ば
、
先
に
『
往
生
礼
讃
』
が
成
立
し
『
仏
名
経
』
の
影
響
に
よ
っ
て
、
還
相
廻
向
の
土
台
を
作
っ
た
後
、
善
導
自
身
が
世
親

の
『
往
生
論
』
と
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
を
精
読
し
た
結
果
、
な
ら
び
に
『
観
経
』
に
説
か
れ
る
仏
の
大
慈
悲
の
重
視
な
ど
の
必
要
性
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に
か
ら
れ
て
、「
大
悲
」
の
語
を
取
り
入
れ
た
と
考
え
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
考
え
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が
推
測
で
き
る
。『
大
智
度
論
』
巻
二
八
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

經
菩
薩
摩
訶
薩
、
欲
住
六
神
通
、
當
學
般
若
波
羅
蜜
。

論
問
曰
、
如
讃
菩
薩
品
中
、
言
諸
菩
薩
、
皆
得
五
神
通
。
今
何
以
言
欲
住
六
神
通
。

答
曰
、
五
通
是
菩
薩
所
得
。
今
欲
住
六
神
通
、
是
佛
所
得
。
若
菩
薩
得
六
神
通
、
可
如
來
難
（
（2
（

。

【
経
】
菩
薩
摩
訶
薩
が
六
神
通
に
と
ど
ま
ろ
う
と
願
う
な
ら
ば
、
般
若
波
羅
蜜
を
修
行
し
な
さ
い
。

【
論
】
問
う
。
讃
菩
薩
品
（
菩
薩
功
徳
釈
論
）
の
中
で
は
、「
諸
々
の
菩
薩
は
み
な
五
神
通
を
得
る
」
と
い
っ
て
い
る
。
今
ど
う
し

て
「
六
神
通
に
と
ど
ま
ろ
う
と
願
う
」
と
い
う
の
か
。

答
え
る
。
五
通
は
菩
薩
が
得
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
今
「
六
神
通
に
と
ど
ま
ろ
う
と
願
う
」
と
は
、
こ
れ
は
仏
が
得
ら
れ
る
も
の

で
あ
る
。
も
し
菩
薩
が
六
神
通
を
得
る
な
ら
ば
、
如
来
と
な
っ
て
し
ま
う
難
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

つ
ま
り
仏
だ
け
が
六
神
通
を
得
、
菩
薩
は
五
神
通
し
か
得
ら
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
善

導
は
仏
だ
け
に
し
か
使
え
な
い
「
六
神
通
」
の
語
を
避
け
、「
大
悲
」
の
語
を
使
用
し
た
と
考
え
ら
れ
る
（
（2
（

。
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『
法
事
讃
』
に
お
け
る
還
相
廻
向

還
相
廻
向
の
思
想
は
、『
往
生
礼
讃
』『
観
経
疏
』
以
外
に
も
、『
法
事
讃
』
で
も
見
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
『
法
事
讃
』
は
『
往
生
礼
讃
』

の
後
に
成
立
し
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
（2
（

。『
法
事
讃
』
巻
下
で
は
『
阿
弥
陀
経
』
序
分
の
対
告
衆
で
あ
る
声
聞
・
菩
薩
衆
を
解
釈
し
て
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

⑨
願
往
生　

願
往
生

與
佛
聲
聞
菩
薩
衆　

同
遊
舍
衞
住
祇
園

願
閉
三
塗
絶
六
道　

開
顯
無
生
淨
土
門

人
天
大
衆
皆
來
集　

瞻
仰
尊
顏
聽
未
聞

見
佛
聞
經
同
得
悟　

畢
命
傾
心
入
寶
蓮

誓
到
彌
陀
安
養
界　

還
來
穢
國
度
人
天

願
我
慈
悲
無
際
限　

長
時
長
劫
報
慈
恩

衆
等
囘
心
生
淨
土　

手
執
香
華
常
供
養
（
（2
（

す
な
わ
ち
「
仏
は
声
聞
と
菩
薩
衆
と
と
も
に
、
同
じ
く
舎
衛
国
に
行
き
祇
園
精
舎
に
と
ど
ま
っ
て
、
三
悪
道
を
閉
じ
六
道
輪
廻
を
断

絶
し
て
、
無
生
の
浄
土
門
を
開
く
こ
と
を
願
う
。
人
天
の
大
衆
は
み
な
集
ま
っ
て
来
て
、
仏
の
尊
顔
を
仰
い
で
ま
だ
聞
い
た
こ
と
の
な

い
教
え
を
聞
く
。
仏
を
見
て
経
を
聞
い
て
同
じ
く
さ
と
り
を
得
て
、
命
終
わ
る
ま
で
心
を
傾
け
て
極
楽
世
界
の
宝
蓮
に
往
生
す
る
。
阿
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仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
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弥
陀
仏
の
極
楽
世
界
に
往
生
し
た
後
に
は
、
穢
れ
た
国
土
に
帰
っ
て
来
て
人
天
を
済
度
す
る
。
願
わ
く
は
我
が
慈
悲
が
限
り
な
く
〔
続

い
て
済
度
を
し
〕、
長
き
間
に
わ
た
っ
て
仏
の
慈
悲
の
恩
恵
に
報
い
た
い
。
大
衆
は
心
を
め
ぐ
ら
し
て
浄
土
に
往
生
し
、
手
に
香
と
花
を
取
っ

て
い
つ
も
供
養
し
な
さ
い
」
と
し
て
い
る
。

『
法
事
讃
』
で
は
「
我
が
慈
悲
」
す
な
わ
ち
自
身
の
慈
悲
心
と
述
べ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
自
身
が
菩
薩
と
な
っ
て
、
菩
薩
行
を
し
て

阿
弥
陀
仏
の
慈
悲
の
恩
恵
に
報
い
た
い
と
い
う
善
導
の
強
い
決
意
が
見
ら
れ
る
。『
往
生
礼
讃
』
や
『
観
経
疏
』
の
よ
う
に
、
還
相
廻

向
の
思
想
か
ら
は
著
作
前
後
に
関
す
る
手
が
か
り
は
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
菩
薩
と
な
る
自
身
の
問
題
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

善
導
の
著
作
の
う
ち
、『
法
事
讃
』
は
還
相
廻
向
思
想
が
深
化
し
た
も
の
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
善
導
は
菩
薩
が
い
ず
れ
成
仏
す
る
仏
道

修
行
（
利
他
行
）
に
お
い
て
重
要
な
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
還
相
廻
向
を
説
い
て
い
る
の
で
あ
る
。



八
九

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

【
表
三
】『
往
生
礼
讃
』
と
『
観
経
疏
』
の
比
較 

＊
最
後
に
比
較
を
表
に
し
て
載
せ
て
お
く
。

『
往
生
礼
讃
』〈
三
心
〉

三
者
回
向
發
願
心
。
所
作
一
切
善
根
悉
皆
回
願
往
生
。
故
名
回

向
發
願
心
（
（2
（

。

〈
五
念
門
〉

五
者
回
向
門
。
所
謂
專
心
、
若
自
作
善
根
、
及
一
切
三
乘
五
道

一
一
聖
凡
等
所
作
善
根
、
深
生
隨
喜
。
如
諸
佛
菩
薩
所
作
隨
喜
、

我
亦
如
是
隨
喜
、
以
此
隨
喜
善
根
、
及
己
所
作
善
根
、
皆
悉
與

衆
生
共
之
回
向
彼
國
。
故
名
回
向
門
。

〈
還
相
廻
向
〉 

又
到
彼
國
已
、
得
六
神
通
、
回
入
生
死
、
敎
化
衆
生
、
徹
窮
後
際
、

心
無
厭
足
、
乃
至
成
佛
、
亦
名
回
向
門
（
（3
（

。

『
観
経
疏
』

三
者
迴
向
發
願
心
。
言
迴
向
發
願
心
者
、
過
去
及
以
今
生
身
口

意
業
所
修
世
出
世
善
根
、
及
隨
喜
他
一
切
凡
聖
身
口
意
業
所

修
世
出
世
善
根
、
以
此
自
他
所
修
善
根
、
悉
皆
眞
實
深
信
心
中
、

迴
向
願
生
彼
國
。
故
名
迴
向
發
願
心
也
（
（3
（

。

〈
還
相
廻
向
〉

又
言
回
向
者
、
生
彼
國
已
、
還
起
大
悲
、
回
入
生
死
、
敎
化
衆
生
、

亦
名
回
向
也

（
（3
（

。



九
〇

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

お
わ
り
に

以
上
、
善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
ま
と
め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

①　
「
六
神
通
」
の
語
は
善
導
の
著
作
の
う
ち
、『
往
生
礼
讃
』
に
し
か
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
は
三
十
巻
『
仏
名
経
』
の
影
響
を
受
け
た

も
の
で
あ
る
。

②　

善
導
は
『
観
経
疏
』
の
還
相
廻
向
を
説
く
中
で
は
、「
大
悲
」
の
語
で
統
一
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
世
親
の
『
往
生
論
』
や

曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
「
大
悲
」
は
ア
ビ
ダ
ル
マ
的
な
意
味
で
は
な
く
、
大
乗
的
な
意
味
で
あ
る
。

③　

善
導
の
還
相
廻
向
に
関
し
て
「
六
神
通
」
と
「
大
悲
」
の
解
釈
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。
筆
者
は
そ
の
相
違
を
め
ぐ
っ
て
著
作
前
後

論
か
ら
考
察
し
て
い
る
。
も
し
『
観
経
疏
』
→
『
往
生
礼
讃
』
の
順
で
あ
る
な
ら
ば
、
善
導
は
な
ぜ
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
『
往

生
論
註
』
の
「
大
悲
」
の
語
を
用
い
ず
に
『
仏
名
経
』
の
「
六
神
通
」
の
語
を
用
い
た
の
か
、
に
関
し
て
説
明
す
る
こ
と
が
難
し

く
な
る
。
よ
っ
て
『
往
生
礼
讃
』
が
『
観
経
疏
』
よ
り
先
に
作
ら
れ
た
と
推
測
す
る
。

④　

そ
の
よ
う
な
立
場
か
ら
考
え
る
と
『
大
智
度
論
』
に
お
い
て
、
仏
だ
け
が
六
神
通
を
得
、
菩
薩
は
五
神
通
し
か
得
ら
れ
な
い
と
い

わ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
善
導
は
そ
れ
を
避
け
る
た
め
に
「
六
神
通
」
か
ら
「
大
悲
」
へ
と
表
現
を
変
え
た
と
い
え
る
。

そ
も
そ
も
善
導
の
著
作
前
後
論
は
、
善
導
の
思
想
構
築
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
本
論
に
よ
っ
て
『
往
生
礼
讃
』
と
『
観

経
疏
』
の
著
作
前
後
に
関
し
て
決
着
を
つ
け
る
も
の
で
は
な
く
、
善
導
の
著
作
前
後
論
の
解
決
と
な
る
一
試
論
を
提
示
す
る
こ
と
が
で

き
た
と
考
え
る
。



九
一

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

【
参
考
文
献
】

井
ノ
口
泰
淳
「
敦
煌
本
「
仏
名
経
」
の
諸
系
統
」（『
東
方
学
報
』
第
三
五
冊
、
一
九
六
四
年
）。

上
野
成
観
「
善
導
著
述
前
後
関
係
の
一
考
察
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
第
三
三
号
、
二
〇
〇
一
年
）。

近
藤
法
雄
『
善
導
教
学
に
お
け
る
信
の
確
立
』（
平
成
二
十
八
年
度　

名
古
屋
大
学
大
学
院　

学
位
（
課
程
博
士
）
申
請
論
文
、
二
〇
一
六
年
）。

齊
藤
隆
信
「
發
願
文
小
考
―
成
立
と
展
開
―
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
）。

齊
藤
隆
信
『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究　

善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）。

柴
田
泰
山
「
善
導
『
観
経
疏
』
所
説
の
「
廻
向
発
願
心
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
後
に
『
善

導
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

柴
田
泰
山
「
善
導
『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
「
広
懺
悔
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
四
七
巻
第
二
号
、
一
九
九
九
年
）（『
大
正
大

学
綜
合
仏
教
研
究
所
年
報
』
第
二
二
号
、
二
〇
〇
〇
年
）。
後
に
『
善
導
教
学
の
研
究　

第
二
巻
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
一
四
年
）
に

収
録
さ
れ
る
。

柴
田
泰
山
「『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
発
願
文
に
つ
い
て
」（『
善
導
教
学
の
研
究　

第
三
巻
』
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
二
一
年
）。

藤
堂
恭
俊
「
善
導
大
師
編
著
な
る
『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
五
念
門
攷
」（
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
会
編
『
小
沢
教
授
頌
寿
記
念　

善
導
大
師
の

思
想
と
そ
の
影
響
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）。

殿
内
恒
「
善
導
教
学
に
お
け
る
回
向
義
」（『
龍
谷
大
学
論
集
』
第
四
六
一
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

廣
川
堯
敏
「
敦
煌
出
土
善
導
『
往
生
礼
讃
』
古
写
本
に
つ
い
て
」（
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
会
編
『
小
沢
教
授
頌
寿
記
念　

善
導
大
師
の
思
想

と
そ
の
影
響
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）。

深
貝
慈
孝
「
善
導
に
お
け
る
発
願
と
誓
願
」（『
日
本
仏
教
学
会
年
報
』
第
六
〇
号
、
一
九
九
五
年
）。
後
に
『
中
国
浄
土
教
と
浄
土
宗
学
の
研
究
』



九
二

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
に
収
録
さ
れ
る
。

藤
吉
慈
海
「
還
相
廻
向
論
―
浄
土
教
に
お
け
る
還
相
性
の
問
題
―
」（『
仏
教
文
化
研
究
』
第
九
号
、
一
九
六
〇
年
）。

藤
吉
慈
海
「
往
相
と
還
相
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
一
一
号
、
一
九
七
九
年
）。

水
谷
幸
正
「
発
菩
提
心
と
廻
向
発
願
心
―
善
導
教
学
を
め
ぐ
っ
て
―
」（
大
正
大
学
浄
土
学
研
究
会
編
『
小
沢
教
授
頌
寿
記
念　

善
導
大
師
の

思
想
と
そ
の
影
響
』
大
東
出
版
社
、
一
九
七
七
年
）。

註（
１
）　

善
導
の
還
相
廻
向
の
思
想
そ
の
も
の
を
取
り
あ
げ
た
研
究
は
な
い
。
た
だ
し
柴
田
泰
山
は
善
導
の
還
相
廻
向
の
用
例
を
ま
と
め
て
い
る
。

柴
田
泰
山
「
善
導
『
観
経
疏
』
所
説
の
「
廻
向
発
願
心
」
に
つ
い
て
」（『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
第
五
三
巻
第
一
号
、
二
〇
〇
四
年
）。
後
に
『
善

導
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
六
年
、
三
八
七
頁
参
照
）
に
収
録
さ
れ
る
。
並
び
に
柴
田
泰
山
「『
往
生
礼
讃
』
所
説
の
発

願
文
に
つ
い
て
」（『
善
導
教
学
の
研
究　

第
三
巻
』
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
二
一
年
、
五
五
四
―
五
五
五
頁
）
参
照
。
柴
田
泰
山
先
生
に
は
、

『
善
導
教
学
の
研
究　

第
三
巻
』
と
い
う
貴
重
な
書
物
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
２
）　
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
五
五
ａ
―
ｂ
）。
太
字
部
分
は
筆
者
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
便
宜
上
、
善
導
の
著
作
の
引
用
の
み
、

①
②
③
の
よ
う
に
番
号
を
振
る
。『
往
生
礼
讃
』
に
関
し
て
は
、
他
に
も
Ｐ
３
８
４
１
・
Ｐ
２
７
２
２
・
Ｓ
２
６
５
９
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
。
齊
藤
隆
信
「
發
願
文
小
考
―
成
立
と
展
開
―
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
）
参
照
。
本
文
で
は
基
本
的
に
「
廻

向
」
と
い
う
語
で
統
一
し
た
が
、
原
文
は
原
典
の
ま
ま
表
記
し
た
。

（
３
）　
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
六
〇
ａ
）。

（
４
）　
『
観
経
疏
』
散
善
義
（『
浄
全
』
二
・
六
〇
ｂ
―
六
一
ａ
）。



九
三

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

（
５
）　
「
云
何
が
廻
向
す
る
。
一
切
苦
悩
の
衆
生
を
捨
て
ず
、
心
に
常
に
作
願
し
廻
向
す
る
を
首
と
し
て
、
大
悲
心
を
成
就
す
る
こ
と
を
得
る
が
故
に
。」

（『
浄
全
』
一
・
一
九
三
、『
大
正
』
二
六
・
二
三
一
ｂ
）。

（
６
）　
『
往
生
論
註
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
二
三
九
ｂ
―
二
四
〇
ａ
）。

（
７
）　
『
往
生
論
』
に
も
還
相
廻
向
の
思
想
背
景
と
な
る
箇
所
が
あ
る
。
註
（
17
）
を
参
照
。
こ
こ
と
善
導
の
著
作
と
を
比
較
す
る
と
、
還
相

廻
向
に
関
し
て
は
、
世
親
よ
り
曇
鸞
の
影
響
の
方
が
強
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
８
）
齊
藤
隆
信
「
發
願
文
小
考
―
成
立
と
展
開
―
」（『
浄
土
宗
学
研
究
』
第
二
五
号
、
一
九
九
九
年
）。

（
９
）　
『
仏
名
経
』（
三
十
巻
本
）
巻
一
四
（『
大
正
』
一
四
・
二
四
〇
ｂ
）。
ま
た
巻
二
九
も
全
く
の
同
文
で
あ
る
（『
大
正
』
一
四
・
二
九
八
ａ
）。

（
10
）　
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
六
五
ａ
―
ｂ
）。

（
11
）
ち
な
み
に
道
綽
の
『
安
楽
集
』
で
は
還
相
廻
向
を
述
べ
る
中
で
「
六
通
」
と
用
い
て
い
る
。『
安
楽
集
』
巻
下
「
然
迴
向
之
功
、
不
越
於

六
。
何
等
爲
六
。
一
者
將
所
修
諸
業
、
迴
向
彌
陀
、
既
至
彼
國
、
還
得
六
通
、
濟
運
衆
生
。
此
即
不
住
道
也
」（『
浄
全
』
一
・
七
〇
七
ｂ
）。

他
に
も
道
綽
の
『
安
楽
集
』
に
還
相
廻
向
の
思
想
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
一
如
大
論
云
。
譬
如
二
人
倶
見
父
母
眷
屬
沒
在
深
淵
、
一

人
直
往
盡
力
救
之
、
力
所
不
及
相
與
倶
沒
。
一
人
遙
走
取
一
舟
船
、
乘
來
濟
接
並
得
出
難
。
菩
薩
亦
爾
。
若
未
發
心
時
、
生
死
流
轉
、
與

衆
生
無
別
。
但
已
發
菩
提
心
時
、
先
願
往
生
淨
土
、
取
大
悲
船
、
乘
無
礙
辯
才
、
入
生
死
海
、
濟
運
衆
生
。
二
大
論
復
云
。
菩
薩
生
淨
土
、

具
大
神
通
辯
才
無
礙
、
敎
化
衆
生
時
、
尚
不
能
令
衆
生
生
善
滅
惡
、
增
道
進
位
、
稱
菩
薩
意
。
若
即
在
穢
土
拔
濟
者
、
闕
無
此
益
。
如
似

逼
鷄
入
水
、
豈
能
不
濕
也
」（『
浄
全
』
一
・
七
〇
五
ｂ
）。
現
代
語
訳
に
つ
い
て
は
、
齊
藤
隆
信
・
曽
和
義
宏
・
加
藤
弘
孝
・
永
田
真
隆
・

小
川
法
道
「『
安
楽
集
』
訳
註
（
五
）
第
七
大
門
・
第
八
大
門
・
第
九
大
門
・
第
十
大
門
・
第
十
一
大
門
・
第
十
二
大
門
」（『
佛
教
大
学

法
然
仏
教
学
研
究
セ
ン
タ
ー
紀
要
』
第
八
号
、
二
〇
二
二
年
刊
行
予
定
初
校
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
12
）　
『
観
経
』（『
浄
全
』
一
・
四
七
）。



九
四

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

（
13
）　
『
観
経
疏
』
散
善
義
（『
浄
全
』
二
・
六
四
ａ
）。

（
14
）　

た
と
え
ば
『
阿
毘
達
磨
倶
舍
論
』
巻
二
七
に
は
「
智
所
成
徳
今
當
顯
示
。
於
中
先
辯
佛
不
共
徳
、
且
初
成
佛
盡
智
位
、
修
不
共
佛
法
有

十
八
種
。
何
謂
十
八
。
頌
曰
、
十
八
不
共
法
、
謂
佛
十
力
等
。
論
曰
、
佛
十
力
、
四
無
畏
、
三
念
住
、
及
大
悲
、
如
是
合
名
爲
十
八
不
共
法
。

唯
於
諸
佛
盡
智
時
修
、
餘
聖
所
無
故
名
不
共
」（『
大
正
』
二
九
・
一
四
〇
ａ
―
ｂ
）
と
あ
る
。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、

一
九
七
一
年
第
六
版
）
第
三
巻
「
十
八
不
共
法
」
の
項
目
（
二
三
六
一
―
二
三
六
六
頁
）
参
照
。

（
15
）　
『
観
経
疏
』
定
善
義
（『
浄
全
』
二
・
五
二
ａ
）。

（
16
）　
『
往
生
論
註
』
巻
下
（『
浄
全
』
一
・
二
三
九
ｂ
―
二
四
〇
ａ
）。

（
17
）　
『
往
生
論
』（『
浄
全
』』
一
・
一
九
八
、『
大
正
』
二
六
・
二
三
三
ａ
）。

（
18
）　

善
導
は
『
往
生
礼
讃
』
に
お
い
て
、「
又
菩
薩
已
免
生
死
、所
作
善
法
囘
求
佛
果
、即
是
自
利
。
敎
化
衆
生
、盡
未
來
際
、即
是
利
他
」（『
浄

全
』
四
・
三
五
六
ａ
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
19
）　
『
往
生
論
註
』
巻
上
（『
浄
全
』
一
・
二
二
四
ａ
）。

（
20
）　

ち
な
み
に
こ
の
『
往
生
論
』
の
「
正
道
大
慈
悲
、出
世
善
根
生
」
を
、善
導
は
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
六
五
ｂ
）
と
『
観
経
疏
』

定
善
義
の
宝
樹
観
で
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
特
に
宝
樹
観
に
お
い
て
、

此
明
諸
寶
林
樹
、
皆
從
彌
陀
無
漏
心
中
流
出
。
由
佛
心
是
無
漏
故
、
其
樹
亦
是
無
漏
也
。
讃
云
、
正
道
大
慈
悲
、
出
世
善
根
生
、
淨

光
明
滿
足
、
如
鏡
日
月
輪
。（『
浄
全
』
二
・
四
一
ａ
）。

〔
極
楽
世
界
の
〕
諸
々
の
宝
林
樹
は
、
す
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
煩
悩
の
な
い
無
漏
の
心
の
中
か
ら
流
れ
出
た
も
の
で
あ
る
。
仏
心
が
無

漏
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
樹
も
ま
た
無
漏
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
い
る
。〔『
浄
土
論
』
に
〕
讃
え
て
い
う
。「
さ
と
り
へ
の
道
で
あ
る

大
慈
悲
は
、
出
世
の
善
根
か
ら
生
じ
る
。
清
浄
な
光
明
を
完
成
し
て
い
る
こ
と
は
、
鏡
や
太
陽
や
月
の
よ
う
で
あ
る
」
と
。



九
五

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

と
述
べ
て
い
る
こ
と
は
、
曇
鸞
の
い
う
「
安
楽
浄
土
は
こ
の
大
悲
よ
り
生
ず
」
や
「
〇
〇
が
故
に
〇
〇
等
し
」
な
ど
が
そ
の
思
想
的
土

台
と
な
っ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
と
り
わ
け
『
往
生
論
』
が
讃
え
て
い
る
意
義
（
讃
文
の
意
義
）
を
考
え
る
な
ら
ば
、こ
の
『
観
経
疏
』

の
一
説
は
、
曇
鸞
の
『
往
生
論
註
』
の
内
容
を
持
っ
て
く
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
理
解
が
し
や
す
く
な
る
の
で
あ
る
。

（
21
）　

迦
才
『
浄
土
論
』
巻
上
で
は
、『
大
乗
起
信
論
』
に
説
か
れ
る
三
心
の
う
ち
の
大
悲
心
と
、『
観
経
』
の
三
心
の
う
ち
廻
向
発
願
心
を
同

一
の
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。「
三
是
大
悲
心
。
觀
經
名
廻
向
發
願
心
。
若
無
大
悲
、即
不
能
發
願
廻
向
。
此
亦
義
同
名
異
也
」（『
浄
全
』六
・

六
三
五
ｂ
）。
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
山
喜
房
佛
書
林
、
二
〇
〇
六
年
、
三
八
一
頁
）
参
照
。

（
22
）　
『
観
経
』「
佛
心
者
、
大
慈
悲
是
」（『
浄
全
』
一
・
四
四
）。
ち
な
み
に
善
導
は
こ
の
箇
所
を
『
観
経
疏
』
に
お
い
て
「
五
に
は
仏
心
は
慈

悲
を
体
と
す
。
こ
の
平
等
の
大
慈
を
以
て
、
普
く
一
切
を
摂
す
る
こ
と
を
明
か
す
（
五
明
佛
心
者
慈
悲
爲
體
。
以
此
平
等
大
慈
、
普
攝
一

切
也
）」（『
浄
全
』
二
・
四
九
ｂ
）
と
解
釈
す
る
。
ま
た
善
導
が
「
大
悲
」
と
使
う
の
は
、
道
綽
の
『
安
楽
集
』「
取
大
悲
船
」
の
影
響
も

考
え
ら
れ
る
。
註
（
11
）
参
照
。

（
23
）　

善
導
の
著
作
の
成
立
順
序
に
関
し
て
は
、
先
行
研
究
に
よ
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
（
た
だ
し
上
野
論
文
以
前
の
研
究
に
関
し
て
は

上
野
論
文
を
参
照
の
こ
と
）。

・
上
野
成
観　
『
観
念
法
門
』
→
『
往
生
礼
讃
』
→
『
般
舟
讃
』
→
『
観
経
疏
』
→
『
法
事
讃
』

・
柴
田
泰
山　
『
観
念
法
門
』（
原
本
『
観
念
法
門
』
→
「
五
種
増
上
縁
義
」）
→
『
往
生
礼
讃
』
→
『
法
事
讃
』
→
『
観
経
疏
』
→
『
般
舟
讃
』

・
齊
藤
隆
信　

初
期
（『
観
念
法
門
』『
般
舟
讃
』）
→
中
期
（『
観
経
疏
』『
往
生
礼
讃
』）
→
後
期
『
法
事
讃
』

・
近
藤
法
雄　
『
観
念
法
門
』
→
『
往
生
礼
讃
』
→
『
法
事
讃
』
→
『
観
経
疏
』・『
般
舟
讃
』

上
野
成
観
「
善
導
著
述
前
後
関
係
の
一
考
察
」（『
真
宗
研
究
会
紀
要
』
第
三
三
号
、二
〇
〇
一
年
）。
柴
田
泰
山
『
善
導
教
学
の
研
究
』（
山

喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
六
年
）
五
三
―
七
二
頁
。
齊
藤
隆
信
『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究　

善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』



九
六

仏
教
学
会
紀
要
　
二
七
号

（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）
二
三
―
五
六
頁
。
近
藤
法
雄
『
善
導
教
学
に
お
け
る
信
の
確
立
』（
平
成
二
十
八
年
度　

名
古
屋
大
学
大
学
院　

学
位
（
課
程
博
士
）
申
請
論
文
、
二
〇
一
六
年
）
八
頁
の
註
六
、一
〇
―
一
二
頁
、
一
四
三
―
一
四
四
頁
参
照
。

（
24
）　

善
導
が
『
往
生
礼
讃
』
の
三
心
に
お
い
て
「
如
觀
經
具
説
」（『
浄
全
』
四
・
三
五
四
ｂ
）
と
述
べ
た
こ
と
を
、
良
忠
は
「『
往
生
礼
讃
私

記
』
巻
上
に
お
い
て
「
如
觀
經
具
説
者
、疏
名
觀
經
」（『
浄
全
』
四
・
三
八
〇
ｂ
）
と
解
釈
し
た
こ
と
は
、こ
の
よ
う
な
点
か
ら
考
え
れ
ば
、

否
定
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
見
解
よ
り
先
に
、
こ
の
良
忠
の
解
釈
は
齊
藤
隆
信
に
よ
っ
て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
齊
藤
隆
信

『
中
国
浄
土
教
儀
礼
の
研
究　

善
導
と
法
照
の
讃
偈
の
律
動
を
中
心
と
し
て
』（
法
蔵
館
、
二
〇
一
五
年
）
三
四
頁
参
照
。

（
25
）　
『
大
智
度
論
』
巻
二
八
（『
大
正
』
二
五
・
二
六
四
ａ
）。『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会
、一
九
七
一
年
第
六
版
）
第
五
巻
「
六

神
通
」
の
項
目
で
は
、「
五
神
通
は
菩
薩
の
所
得
、
六
神
通
は
唯
佛
の
所
得
と
な
せ
り
」（
五
〇
六
〇
頁
）
と
い
う
。

（
26
）　

ち
な
み
に
法
然
は
「
津
戸
の
三
郎
へ
つ
か
は
す
御
返
事
（
九
月
十
八
日
付
）」
に
お
い
て
、「
カ
カ
ル
不
信
ノ
衆
生
ノ
タ
メ
ニ
、
慈
悲
ヲ

オ
コ
シ
テ
、
利
益
セ
ム
ト
オ
モ
フ
ニ
ツ
ケ
テ
モ
、
ト
ク
極
樂
ヘ
マ
イ
リ
テ
、
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
キ
テ
、
生
死
ニ
カ
ヘ
リ
テ
、
誹
謗
不
信
ノ
モ

ノ
ヲ
ワ
タ
シ
テ
、
一
切
衆
生
ア
マ
ネ
ク
利
益
セ
ム
ト
オ
モ
フ
ヘ
キ
事
ニ
テ
候
也
」（『
昭
法
全
』
五
〇
三
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
鎌

倉
の
二
位
の
禪
尼
へ
進
ず
る
御
返
事
」
も
同
様
に
「
サ
ト
リ
ヲ
ヒ
ラ
キ
」（『
昭
法
全
』
五
三
〇
頁
）
と
い
う
。
す
な
わ
ち
法
然
は
「
成
仏
」

し
た
後
、
還
相
廻
向
を
行
な
う
と
解
釈
し
て
い
る
。
法
然
の
こ
の
よ
う
な
表
現
に
関
し
て
は
、
本
庄
良
文
先
生
よ
り
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
感
謝
申
し
上
げ
る
。

（
27
）　

註
（
23
）
参
照
。

（
28
）　
『
法
事
讃
』
巻
下
（『
浄
全
』
四
・
一
六
ａ
）。

（
29
）　
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
五
四
ｂ
）。

（
30
）　
『
往
生
礼
讃
』（『
浄
全
』
四
・
三
五
四
ｂ
）。



九
七

善
導
に
お
け
る
還
相
廻
向
の
思
想

（
31
）　
『
観
経
疏
』
散
善
義
（『
浄
全
』
二
・
五
八
ｂ
―
五
九
ａ
）。

（
32
）　
『
観
経
疏
』
散
善
義
（『
浄
全
』
二
・
六
〇
ｂ
―
六
一
ａ
）。




